
八
判
例
評
釈

V
船
舶
運
行
の
ワ
ッ
チ
交
替
制
に
お
け
る
待
機
時
間
中
の
船
長
の
注
意
義
務
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八
求
償
金
請
求
事
件
、
和
歌
山
地
裁
御
坊
支
部
平
二
例
一
四
号
、
平
成
五
年
一
月
二
五
日
判
決
、

棄
却
(
判
例
時
報
一
四
五
八
号
一
五
四
頁
〉
。
大
阪
高
裁
平
五
約
三
五
一
号
、
高
裁
民
事
一
二
部

平
成
五
年
七
月
一
九
日
和
解
〉

保

~・

11 

弘

久

八
判
旨
〉

一
商
法
七

O
五
条
・
七

O
六
条
、
船
員
法
七
条
・
一

O
条
・
一
二
条
は
船
舶
の
運
行
に
関
す
る
船
長
の
特
別
重
い
注
意
義
務
を
予
定
し
て
い
る
。
ワ
ッ

チ
交
替
制
に
お
け
る
待
機
時
間
中
も
船
長
が
常
に
操
舵
や
見
張
り
の
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
一
定
の
場
合
を

除
い
て
待
機
時
聞
を
自
ら
の
休
養
に
あ
て
る
こ
と
の
可
否
は
、
運
行
時
間
、
回
数
、
距
離
等
の
船
舶
の
運
行
状
況
、
船
員
の
数
、
船
長
お
よ
び
船
員
の

勤
務
状
況
、
操
舵
に
当
た
る
船
員
の
能
力
等
の
要
素
を
総
合
的
に
考
え
て
判
断
す
る
し
か
な
い
。

二
船
長
の
船
舶
の
運
行
お
よ
び
勤
務
状
況
が
苛
酷
で
あ
り
、
操
舵
手
が
船
員
と
し
て
比
較
的
高
い
能
力
を
有
し
て
い
た
場
合
に
は
、
船
長
は
ワ
γ

チ
交

替
制
に
お
け
る
待
機
時
間
中
操
舵
手
の
操
舵
お
よ
び
見
張
り
の
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
把
握
監
督
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。

三
待
機
時
間
中
の
被
告
の
船
長
と
し
て
の
義
務
の
内
容
は
、
船
舶
の
運
行
商
に
つ
い
て
い
え
ば
、
船
舶
が
港
を
出
入
り
す
る
と
き
、
狭
い
水
路
を
通
過

す
る
と
き
、
そ
の
他
船
舶
の
運
行
に
つ
い
て
の
危
険
を
感
知
し
え
た
と
き
に
限
り
、
操
舵
手
に
対
し
具
体
的
指
揮
監
督
を
な
し
場
合
に
よ
っ
て
は
操
舵

を
交
替
す
る
な
ど
し
て
右
危
険
を
回
避
す
る
と
い
う
も
の
に
と
ど
ま
る
。
被
告
は
本
件
事
故
当
時
丙
山
丸
の
運
行
に
つ
い
て
危
険
を
感
知
し
う
る
状
況

に
な
か
っ
た
。
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被
告
の
職
務
上
の
過
失
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
原
告
の
求
償
の
請
求
が
信
義
則
に
反
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
原
告

の
求
償
の
請
求
は
理
由
が
な
い
。

四八
事
実
の
概
要
〉

一

原

告

X
は
、
数
隻
の
汽
船
を
所
有
し
て
木
材
等
の
運
送
業
を
営
み
、
弟
で
あ
る
被
告
Y

(
船
長
)
と
訴
外
A

(
機
関
長
)
と
を
雇
用
し
て
右
汽
船
等

の
う
ち
総
ト
ン
数
一
六
七
ト
ン
の
丙
山
丸
を
運
行
さ
せ
て
い
た
。

Y
は
、
外
材
を
積
載
し
た
丙
山
丸
を
香
川
県
詫
開
港
か
ら
和
歌
山
県
御
坊
港
(
航
海
時

聞
は
九
時
間
な
い
し
一

0
時
間
)
に
向
け
て
発
航
さ
ぜ
て
か
ら
一
時
間
後
の
平
成
一
万
年
七
月
二
四
日
午
後
二
時
領
、

A
に
操
舵
を
交
替
し
て
仮
眠
し
て
い

た。

A
は
、
丙
山
丸
を
自
動
操
舵
に
よ
り
運
行
し
て
い
た
が
、
同
日
午
後
三
時
一
七
分
頃
居
眠
り
状
態
に
な
り
、
同
船
は
、
沖
合
い
の
予
定
の
航
路
を
は

ず
れ
、
陸
側
に
ず
れ
て
直
進
し
た
結
果
、
同
日
午
後
一
二
時
三

O
分
頃
高
松
港
の
防
波
堤
に
衝
突
し
た
。
そ
の
後
、

X
は
、
船
舶
所
有
者
と
し
て
港
湾
所
轄

官
庁
と
防
波
堤
の
破
損
部
分
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
の
復
旧
工
事
費
用
一

O
八
一
万
五

O
O
O円
を
負
担
し
た
。

二

Y
と
A
と
は
、
丙
山
丸
の
運
航
に
つ
い
て
ワ
ッ
チ
交
替
制
(
船
舶
が
昼
夜
航
海
す
る
場
合
に
、
少
な
く
と
も
二
名
の
操
船
者
が
交
替
し
て
、
責
任
を

も
っ
て
海
上
を
ワ
ッ
チ
し
な
が
ら
操
船
す
る
方
法
)
が
採
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
原
則
三
時
間
交
替
で
操
舵
お
よ
び
見
張
り
の
役
割
を
担
当
す
る
と
い
う

慣
行
が
あ
っ
た
。
右
操
船
体
制
を
と
る
こ
と
自
体
は
X
も
こ
れ
を
容
認
し
て
い
た
。

Y
お
よ
び

A
の
実
際
の
拘
束
時
間
は
、
両
者
が
船
積
に
も
従
事
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
一
ヶ
月
約
三

0
0時
間
以
上
、
多
い
場
合
に
は
一
ヶ
月
四

0
0時
間
近
く
に
及
ん
で
い
た
。
丙
山
丸
は
、
午
後
に
御
坊
港
を
出
港
す
る

こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
目
的
港
に
到
達
す
る
の
は
夜
中
す
ぎ
か
ら
翌
朝
に
及
ん
で
い
た
。
丙
山
丸
は
、
本
件
事
故
当
時
、
七
月
一
一
一
一
日
に
は
航
海
し
て

お
ら
ず
、
七
月
二
三
日
午
後
八
時
一
五
分
に
御
坊
港
を
出
港
し
、
七
月
二
四
日
午
前
五
時
四
五
分
詫
開
港
に
到
着
し
た
。

Y
と
A
と
は
七
月
二
四
日
午
前

五
時
四
五
分
か
ら
約
二
時
間
船
積
し
た
後
、
同
日
午
後
一
時
迄
休
息
し
、
丙
山
丸
は
同
日
午
後
一
時
詫
間
港
を
発
航
し
た
。

三
本
件
の
主
た
る
争
点
は
防
波
堤
衝
突
事
故
当
時
に
仮
眠
を
と
っ
て
い
た
Y
の
船
舶
運
行
上
の
過
失
の
有
無
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

X
は
、
ヮ

ッ
チ
交
替
制
を
採
用
し
て
い
て
も
、

Y
の
船
長
と
し
て
の
職
務
は
解
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
仮
眠
を
と
っ
て
い
た
こ
と
自
体
が

Y
の
職
務
上
の
過
失

で
あ
る
と
し
て
、

Y
に
対
し
て
防
波
堤
の
復
旧
工
事
費
用
に
つ
き
、
そ
の
代
金
の
求
償
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、

Y
は
、
ワ
ッ
チ
交
替
制
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
や
Y
の
加
重
の
勤
務
状
況
か
ら
し
て
、

A
の
操
舵
中
に
Y
が
仮
眠
を
と
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

Y
に
職
務
上
の
過
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失
は
な
い
、
と
主
張
し
た
。
本
判
決
は
、

Y
の
船
舶
の
運
行
お
よ
び
勤
務
状
況
は
苛
酷
で
、

Y
は
待
機
時
間
中
に
休
養
を
と
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
時
間

中
特
に
危
険
を
感
知
す
る
状
態
に
も
な
く
、

A
の
操
舵
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
把
握
監
督
す
る
義
務
ま
で
は
な
い
と
し
て
、

Y
の
職
務
上
の
過
失
を
否

定
し
、

X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
そ
の
判
断
に
際
し
て
は
、
使
用
者
が
被
用
者
に
対
す
る
求
償
の
請
求
(
民
法
七
一
五
条
一
二
項
)
に
際
し
て
信
義
別
法
理

を
適
用
し
た
判
例
(
最
高
裁
昭
和
五
一
年
七
月
八
日
民
集
三

O
巻
七
号
六
八
九
頁
、
判
時
八
二
七
号
五
二
頁
、
田
上
富
信
「
民
法
七
一
五
条
三
項
に
も
と

づ
く
求
償
権
の
制
限
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
五
号
一
七
四
頁
)
を
引
用
し
て
船
主
が
船
長
に
対
す
る
求
償
の
請
求
を
信
義
則
法
理
で
制
限
し
た
最
高
裁
判
決

(
昭
和
六

O
年
二
月
一
一
一
日
最
高
裁
第
三
一
小
法
廷
判
決
裁
判
集
民
事
一
四
四
号
九
九
頁
、
落
合
誠
一
「
船
舶
所
有
者
の
船
長
に
対
す
る
求
償
請
求
が
制
限

さ
れ
た
事
例
」
民
商
雑
誌
第
九
三
巻
二
号
二
六
一
二
頁
以
下
、
重
田
晴
生
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
・
商
法
(
保
険
・
海
商
〉
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕
」
一
」
ハ

O

頁
)
で
示
さ
れ
た
事
情
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、

Y
に
職
務
上
の
過
失
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、

X
が
支
払
っ
た
防
波
堤
の
復
旧
工
事
費
用
に
つ
い
て
Y
に
対
し
、
そ
の
代
金
の
求
償
の
請
求
を

す
る
こ
と
は
信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
制
限
さ
れ
う
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
本
判
決
は
、

Y
に
職
務
上
の
過
失
を
認
め
て
い
な
い

た
め
、

X
の
求
償
の
請
求
の
制
限
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
な
い
。

〈
判
決
理
由
〉

「
商
法
七

O
五
条
、
七

O
六
条
、
船
員
法
七
条
、
一

O
条
、
一
二
条
は
船
の
運
行
に
関
す
る
船
長
の
特
別
重
い
注
意
義
務
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
償
行
〔
筆
者
注
。
事
実
の
概
要
二
参
照
〕
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
一
事
を
も
っ
て
他
の
船
員
が
操
舵
中
(
以
下
待
機

時
間
と
い
う
)
船
長
に
お
い
て
仮
眠
を
と
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
待
機
時
間
中
も
船
長
が
常
に
操
舵
や
見
張
り
の
状
況
に
つ
い

て
具
体
的
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
「
し
か
し
な
が
ら
、
待
機
時
間
中
に
、
船
長
が
船
の
運
行
に
つ
き
危
険
な
状
態
を
感
知
し
え
な
く
と
も

常
に
操
舵
に
あ
た
る
船
員
の
動
向
に
注
意
す
べ
き
義
務
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
右
危
険
を
感
知
し
え
た
場
合
に
限
り
他
の
船
員
に
対
す
る
具
体
的
指
揮

命
令
や
自
ら
操
舵
、
見
張
り
を
な
す
と
い
っ
た
義
務
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
右
の
場
合
を
除
い
て
は
待
機
時
聞
を
自
ら
の
休
養
に
あ
て
て
よ
い
の
か
は
、

運
行
時
間
、
回
数
、
距
離
等
の
船
の
運
行
状
況
、
船
員
の
数
、
船
長
及
び
船
員
の
勤
務
状
況
、
操
舵
に
当
た
る
船
員
の
能
力
等
の
要
素
を
総
合
的
に
考
え

て
判
断
す
る
し
か
な
い
。
」
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二

「

Y
の
拘
束
時
間
は
一
週
間
に
引
き
直
す
と
約
七

0
時
間
か
ら
八

0
時
間
で
あ
り
、
本
船
の
運
行
は
、
長
い
場
合
に
は
片
道
一

0
時
間
に
及
ぶ
こ
と
、

夜
間
の
航
行
も
頻
繁
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

Y
は
待
機
時
間
中
に
休
養
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
待
機
時
間
中
に
操
舵
担
当
者
の
状
況
を
具
体
的
に
把

握
す
る
た
め
に
連
絡
員
を
配
置
す
る
こ
と
な
ど
も
本
船
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

Y
が
そ
の
待
機
時
間
中
操
舵
担
当
者
で
あ
る
A
の
具
体
的
操
舵

状
況
に
つ
い
て
把
握
監
督
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
右
の
状
況
下
に
お
い
て
も
、

A
の
経
験
が
浅
く
能
力
に
不
安
の
あ
る
場
合
に
は
、

Y
は
船

長
と
し
て
そ
の
待
機
時
間
中
と
い
え
ど
も
A
の
操
舵
状
況
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

A
が
船
長
の
資
格
と
船
員
と
し
て

一二

O
年
以
上
の
経
験
と
を
有
L
、
船
員
と
し
て
比
較
的
高
い
能
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

Y
は
、
そ
の
待
機
時
間
中
A
の
操
舵
状
況
に
つ
い
て
具
体

的
に
把
握
監
督
す
る
義
務
ま
で
は
な
く
、
待
機
時
聞
を
仮
眠
等
休
養
に
あ
て
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」

一
二
「
待
機
時
間
中
も
Y
の
船
長
と
し
て
の
義
務
が
全
面
的
に
解
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
義
務
の
内
容
は
、
船
の
運
行
商
に
つ
い
て
い
え
ば
、

船
員
法
一

O
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
船
舶
が
港
を
出
入
り
す
る
と
き
、
狭
い
水
路
を
通
過
す
る
と
き
、
そ
の
他
船
の
運
行
に
つ
い
て
の
危
険
を
感
知
し
え

た
と
き
に
限
り
、

A
に
対
し
具
体
的
指
揮
監
督
を
な
し
場
合
に
よ
っ
て
は
操
舵
を
交
替
す
る
な
ど
し
て
右
危
険
を
回
避
す
る
と
い
う
も
の
に
と
ど
ま
る
と

解
さ
れ
る
。
〈
証
拠
略
〉
に
よ
れ
ば
、
本
船
が
詫
開
港
を
発
航
し
て
か
ら
本
件
事
故
に
遭
遇
す
る
ま
で
、
比
較
的
危
険
が
高
い
と
思
わ
れ
る
詫
間
港
内
は

Y
が
操
舵
し
て
お
り
(
船
員
法
一

O
条
に
い
う
港
の
出
入
り
に
該
当
す
る
J
、
港
外
に
出
て
か
ら
本
件
事
故
に
遭
遇
す
る
ま
で
天
候
そ
の
他
の
関
係
上
特

に
危
険
を
感
知
せ
し
め
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
く
、

Y
に
と
っ
て
A
の
居
眠
り
や
そ
れ
に
基
づ
く
本
件
事
故
は
全
く
の
予
想
外
の
出
来
事
で
あ
っ
て
そ
の

危
険
を
感
知
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
」

本
船
の
予
定
の
航
路
は
、
潮
流
の
関
係
で
選
択
さ
れ
て
お
り
、
備
讃
瀬
戸
東
航
路
の
い
わ
ば
一
一
長
道
に
あ
た
る
が
、
女
木
島
か
ら
高
松
港
防
波
堤
ま
で

約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
事
故
発
生
地
域
が
船
員
法
一

O
条
に
い
う
狭
い
水
路
に
該
当
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

本
件
予
定
航
路
内
で
危
険
性
が
高
い
港
湾
の
出
入
り
お
よ
び
鳴
門
海
峡
付
近
で
は
従
来
か
ら
Y
が
操
舵
を
担
当
し
て
き
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
全
般
が
船
舶

の
運
行
に
と
っ
て
危
険
の
多
い
場
所
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
航
海
全
般
に
わ
た
っ
て
Y
が
操
舵
を
担
当
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

裁
判
官
樋
口
英
明
の
意
見
で
棄
却
。

八
参
照
条
文
〉
商
法
七

O
五
条
・
七

O
六
条
、
船
員
法
七
条
・
一

O
条
・
二
一
条
。
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八
本
判
決
の
検
討
〉

一
本
判
決
は
、
「
待
機
時
間
中
に
、
船
長
が
船
の
運
行
に
つ
き
危
険
な
状
態
を
感
知
し
え
な
く
と
も
常
に
操
舵
に
あ
た
る
船
員
の
動
向
に
注
意
す
べ
き

義
務
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
右
危
険
を
感
知
し
え
た
場
合
に
限
り
他
の
船
員
に
対
す
る
具
体
的
指
揮
命
令
や
自
ら
操
舵
、
見
張
り
を
な
す
と
い
っ
た
義

務
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
右
の
場
合
を
除
い
て
は
待
機
時
聞
を
自
ら
の
休
養
に
あ
て
て
よ
い
の
か
は
、
運
行
時
間
、
回
数
、
距
離
等
の
船
の
運
行
状
況
、

船
員
の
数
、
船
長
及
び
船
員
の
勤
務
状
況
、
操
舵
に
当
た
る
船
員
の
能
力
等
の
要
素
を
総
合
的
に
考
え
て
判
断
す
る
し
か
な
い
。
」
(
判
決
理
由
一
参
照
〉

と
判
示
し
て
、
船
長
の
職
務
上
の
過
失
の
有
無
の
判
断
基
準
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
本
判
決
の
見
解
は
、
船
舶
の
運
行
に
関
す
る
最
高
指
揮
者
と
し

て
の
責
任
を
負
う
船
長
の
地
位
に
つ
い
て
、
船
長
の
従
業
員
性
を
重
視
し
て
船
長
を
船
舶
所
有
者
の
被
用
者
の
範
鴎
に
含
め
た
最
高
裁
判
決
(
最
高
裁
昭

和
六

O
年
二
月
一
一
一
日
裁
判
集
民
事
一
四
四
号
九
九
頁
、
落
合
・
前
掲
二
六
一
二
頁
、
重
田
・
前
掲
二
ハ

O
頁
)
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
判
決
は
、
船
長
の
待
機
時
間
中
に
生
じ
た
船
舶
の
衝
突
事
故
に
つ
い
て
船
長
の
職
務
上
の
過
失
の
有
無
を
判
断
す
る
に
際
し
、
船
長
の
船
員

法
上
の
注
意
義
務
お
よ
び
操
舵
に
当
た
る
船
員
の
能
力
の
点
を
除
け
ば
、
主
に
船
舶
所
有
者
と
船
長
と
の
内
部
関
係
を
考
慮
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
船
長
は
船
舶
所
有
者
か
ら
委
任
(
ま
た
は
準
委
任
)
さ
れ
た
船
舶
の
航
海
を
実
施
す
る
に
際
し
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
そ
の

航
海
を
実
施
す
る
義
務
を
負
う
(
民
法
六
四
四
条
参
照
)
が
、
そ
の
際
に
船
長
の
尽
く
す
べ
き
注
意
の
範
囲
は
、
主
に
船
舶
所
有
者
と
船
長
と
の
内
部
関

係
の
み
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
諸
般
の
具
体
的
事
情
を
も
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
船
長
が

船
舶
所
有
者
の
指
図
に
従
っ
て
そ
の
職
務
を
行
う
場
合
に
も
な
お
船
長
が
第
三
者
に
対
し
て
職
務
上
の
注
意
義
務
違
反
の
責
任
を
負
う
旨
を
定
め
る
商
法

七
O
五
条
二
項
の
規
定
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
商
法
七

O
五
条
一
一
項
は
、
船
長
が
そ
の
職
務
を
行
う
に
際
し
船
舶
所
有
者
、
傭
船
者
、
荷

送
人
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
損
害
を
与
え
た
場
合
の
船
長
の
免
責
に
つ
い
て
、
「
船
長
ハ
其
職
務
ヲ
行
フ
ニ
付
キ
注
意
ヲ
怠
ラ
サ
リ
シ
コ
ト
ヲ
証
明
ス

ル
ニ
非
サ
レ
ハ
船
舶
所
有
者
、
傭
船
者
、
荷
送
人
其
他
ノ
利
害
関
係
人
-
一
対
シ
テ
損
害
賠
償
ノ
責
ヲ
免
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
定
め
て
船
長
に
無
過
失
立

証
の
責
任
を
課
し
て
お
り
、
向
条
二
項
は
、
船
長
が
船
舶
所
有
者
の
指
図
に
従
っ
て
そ
の
職
務
を
行
う
場
合
に
も
、
船
長
は
船
舶
所
有
者
以
外
の
傭
船
者
、

荷
送
人
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
対
し
て
商
法
七

O
五
条
一
項
に
定
め
る
責
任
を
負
う
旨
を
定
め
る
。
な
ぜ
な
ら
、
船
長
が
船
舶
所
有
者
の
指
図
に
従
っ

て
そ
の
職
務
を
行
う
場
合
に
も
、
船
舶
運
行
の
最
高
指
揮
者
と
し
て
の
責
任
を
負
う
船
長
は
、
人
命
財
産
を
含
む
船
舶
共
同
体
の
安
全
確
保
の
た
め
に
海

技
免
許
保
持
者
と
し
て
の
職
務
上
の
注
意
を
尽
く
し
て
船
舶
所
有
者
の
指
図
に
従
う
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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な
お
、
商
法
七

O
五
条
は
、
船
長
に
特
別
な
注
意
義
務
を
課
し
、
直
接
契
約
関
係
に
立
た
な
い
第
三
者
に
対
し
て
も
船
長
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
旨

を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
、
航
海
中
に
お
け
る
船
長
の
権
限
が
広
大
な
こ
と
、
船
舶
所
有
者
に
有
限
責
任
を
認
め
た
こ
と
、
船
舶
所
有
者
の
指
図

が
不
可
能
な
海
上
に
お
い
て
船
長
の
注
意
力
を
鼓
舞
す
る
こ
と
な
ど
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
商
法
七

O
五
条
の
定
め
る
船
長
の
責
任
は

船
長
が
海
上
運
送
の
共
同
経
営
体
の
一
員
と
み
な
さ
れ
て
い
た
時
代
に
お
け
る
船
長
の
地
位
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
日
の
よ
う
に
海
上

労
働
者
と
し
て
船
舶
所
有
者
の
被
用
者
た
る
地
位
に
あ
る
船
長
に
同
条
の
定
め
る
よ
う
な
責
任
を
課
す
こ
と
は
、
船
長
に
も
「
船
主
責
任
制
限
法
」
に
よ

り
責
任
制
限
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
現
在
、
実
態
に
即
応
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
本
条
の
存
置
理
由
は
存
在
し
な
い
と
も
解
さ
れ
て
い
る

(
戸
田
修
三
「
海
商
法
新
訂
第
五
版
」
七

O
頁
、
田
中
誠
二
「
海
商
法
詳
論
増
補
版
」
一
九
一
頁
)
。
そ
れ
ゆ
え
、
商
法
七

O
五
条
の
適
用
も
慎
重
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
際
に
も
、
船
長
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
や
船
舶
所
有
者
か
ら
船
長
へ
の
求
償
権
の
行
使
は
あ
ま
り
例
が
な
い
よ
う
で
あ
り
、
船

舶
所
有
者
と
船
長
と
の
内
部
関
係
に
関
し
て
は
、
学
説
・
判
例
に
お
い
て
殆
ど
関
心
が
は
ら
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
戸
田
・
前
掲
七
一
一
具
、

重
田
・
前
掲
一
六

O
頁)。

二

(

1

)

船
員
法
上
、
船
長
は
、
海
員
を
指
揮
監
督
し
、
か
っ
船
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
自
己
の
職
務
を
行
う
の
に
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
〈
船
員
法
七
条
)
が
、
船
長
の
海
員
監
督
上
の
責
任
に
つ
い
て
、
商
法
七

O
六
条
は
、
「
海
員
カ
其
職
務
ヲ
行
フ
ニ
当
タ
リ
他
人
-
一
損
害
ヲ
加
ヘ
タ
ル

場
合
ニ
於
テ
船
長
ハ
監
督
ヲ
怠
ラ
サ
リ
シ
コ
ト
ヲ
証
明
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
損
害
賠
償
ノ
責
ヲ
免
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
定
め
て
、
船
舶
運
行
の
最
高
指
揮

者
と
し
て
の
船
長
に
海
員
の
監
督
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
。
同
条
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
商
法
六
九

O
条
が
民
法
七
一
五
条
一
項
の
適
用
を
排
除
し
て
い

る
関
係
上
(
通
説
、
最
高
裁
昭
和
四
八
年
二
月
二
ハ
日
民
集
二
七
巻
一
号
一
一
一
一
一
一
頁
)
、
船
長
の
代
理
監
督
者
と
し
て
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
船
長
は
船
員
の
監
督
者
と
し
て
民
法
七
一
五
条
二
項
に
い
う
「
使
用
者
一
一
代
ハ
リ
テ
事
業
ヲ
監
督
ス
ル
者
」
(
代
理
監
督
者
)
に

該
当
す
る
か
ら
、
商
法
七

O
六
条
は
民
法
七
一
五
条
二
項
の
規
定
の
反
覆
に
す
ぎ
な
い
(
村
田
治
美
「
体
系
海
商
法
」
一
二
三
具
〉
。
ま
た
、
船
長
は
、

休
養
期
間
中
も
海
員
を
監
督
す
る
義
務
を
負
う
も
の
の
、
休
養
期
間
中
に
就
寝
し
た
と
き
、
そ
の
就
寝
中
海
員
を
監
督
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
船
長
は
、
「
平
常
海
員
ノ
職
務
執
行
一
一
注
意
シ
相
当
ノ
監
督
ヲ
怠
ラ
サ
リ
シ
場
合
一
一
非
サ
レ
ハ
休
養
中
ニ
生
シ
タ
ル
海
員
ノ
過
失
ニ
一
国
ル

損
害
ニ
付
テ
モ
亦
其
ノ
責
一
一
任
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
」
(
大
審
院
明
治
四
二
年
六
月
二
二
日
民
録
一
五
輯
五
九
六
頁
)
の
で
あ
る
か
ら
、
平
素
か
ら
海
員
に
必
要

な
指
示
を
与
え
指
導
を
し
て
お
く
こ
と
、
就
寝
前
に
必
要
な
指
示
を
与
え
る
こ
と
な
ど
は
船
長
の
海
員
監
督
事
項
に
属
す
る
ハ
村
田
・
前
掲
一
一
一
一
一
頁
)

0
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と
こ
ろ
で
、
本
判
決
で
判
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
も
し
A
の
監
督
に
つ
き
Y
に
海
員
監
督
上
の
過
失
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

Y
は
本
件
事
故
に
基
づ
く
損

害
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
と
な
り
〈
商
法
七

O
六
条
)
、

X
は
支
払
っ
た
防
波
堤
の
復
旧
工
事
費
用
に
つ
い
て
Y
に
対
し
そ
の
代
金
の
求
償
を
請

求
す
る
(
民
法
七
一
五
条
三
項
に
基
づ
く
と
解
さ
れ
る
。
)
こ
と
は
理
由
が
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
本
件
事
故
に
お
け
る
Y
の
海
員
監
督
上
の
過
失
を

否
定
し
て
か
ら
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
の
請
求
を
棄
却
し
た
本
判
決
は
正
当
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
本
判
決
は
、

Y
の
海
員
監
督

上
の
過
失
(
商
法
七

O
六
条
)
を
否
定
す
る
に
あ
た
り
、
「
Y
が
そ
の
待
機
時
間
中
操
舵
担
当
者
で
あ
る
A
の
具
体
的
操
舵
状
況
に
つ
い
て
把
握
監
督
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
状
況
下
に
お
い
て
、

A
が
船
長
の
資
格
と
船
員
と
し
て
つ
一

O
年
以
上
の
経
験
と
を
有
し
、
船
員
と
し
て
比
較
的
高
い
能
力

を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
」
(
判
決
理
由
二
参
昭
む
、

Y
は
、
そ
の
待
機
時
間
中
A
の
操
舵
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
把
握
監
督
す
る
義
務
ま
で
は
な
く
、

待
機
時
聞
を
仮
眠
等
の
休
養
に
あ
て
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
、
と
の
根
拠
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
〈
証
拠
略
〉
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ワ
γ

チ
交
替
制
等
に
お
け
る
A
の
勤
務
状
況
は
苛
酷
で
あ
り
、
そ
し
て
A
が
操
舵
中
に
居

眠
り
を
し
て
い
た
事
実
は
操
舵
に
際
し
て
A
の
注
意
力
が
減
退
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、

A
が
船
長

の
資
格
と
船
員
と
し
て
の
経
験
と
に
基
づ
い
て
船
員
と
し
て
高
い
能
力
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ま
さ
に
本
判
決
の
い
う
操
舵
上
A
の
「
能
力
に
不
安

の
あ
る
場
合
」
(
判
決
理
由
二
参
照
)
に
該
当
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、

Y
は
船
長
と
し
て
待
機
時
間
中
と
い
え
ど
も
A
の
操
舵
状
況
を

把
握
し
て
お
く
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

Y
は
、
自
己
の
待
機
時
間
中
に
お
け
る
操
舵
に
つ
い
て
平
素
か
ら
A
に
必
要

な
指
示
を
与
え
指
導
を
し
、
就
寝
に
際
し
で
は
そ
れ
以
前
に
必
要
な
指
示
を
A
に
与
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、

Y
が
そ
う
し
た
海
員
監
督
上
の
義

務
を
履
行
し
た
と
の
事
実
認
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

Y
は
、
船
長
と
し
て
A
の
監
督
、
を
怠
っ
た
こ
と
に
な
り
、
海
員
の
監
督

義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
Y
の
海
員
監
督
義
務
違
反
に
つ
い
て
木
判
決
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
判
断
を

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
。

(

2

)

さ
て
、
本
判
決
は
、

Y
の
職
務
上
の
過
失
を
否
定
す
る
に
あ
た
り
、

Y
の
船
舶
の
運
行
お
よ
び
勤
務
状
況
が
苛
酷
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
Y
は

待
機
時
間
中
に
休
養
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
待
機
時
間
中
に
操
舵
担
当
者
の
状
況
を
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
連
絡
員
を
配
置
す
る
こ
と
も
本

船
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

Y
が
そ
の
待
機
時
間
中
操
舵
担
当
者
で
あ
る
A
の
具
体
的
操
舵
状
況
に
つ
い
て
把
握
監
督
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

で
あ
る
。
」
(
本
判
決
理
由
二
参
照
)
こ
と
に
そ
の
根
拠
を
求
め
、

Y
の
待
機
時
間
中
の
本
件
事
故
に
つ
き
、

Y
に
は
職
務
上
の
過
失
は
な
い
と
判
示
し
て
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い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

Y
の
船
舶
の
運
行
お
よ
び
勤
務
状
況
が
苛
酷
で
あ
っ
た
こ
と
お
よ
び
Y
が
待
機
時
間
中
に
操
舵
担
当
者
の
状
況
を
具
体
的
に
把
握
す

る
た
め
に
連
絡
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

Y
の
職
務
上
の
注
意
義
務
を
必
ず
し
も
免
除
軽
減
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。
お
よ
そ
、
船
長
の
船
舶
の
運
行
お
よ
び
勤
務
状
況
が
船
舶
所
有
者
の
指
図
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
船
長
が
船
舶
所
有
者
の
指
図
に
従

っ
て
そ
の
職
務
を
行
う
場
合
に
も
、
船
舶
運
行
の
最
高
指
揮
者
と
し
て
の
責
任
を
負
う
船
長
は
、
船
舶
所
有
者
以
外
の
傭
船
者
、
荷
送
人
そ
の
他
の
利
害

関
係
人
に
対
し
て
商
法
七

O
五
条
一
項
に
定
め
る
責
任
を
負
う
た
め
(
商
法
七

O
五
条
二
項
)
、
職
務
上
の
注
意
を
尽
く
し
て
船
舶
所
有
者
の
指
図
に
従

う
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
(
本
判
決
の
検
討
一
参
照
)
。
そ
し
て
、
船
長
は
、
航
海
安
全
上
の
義
務
と
し
て
、
船
舶
の
堪
航
能
力
の
有
無
つ

ま
り
「
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
船
舶
が
航
海
に
支
障
な
い
か
ど
う
か
そ
の
他
航
海
に
必
要
な
準
備
が
整
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
」
を
船
舶
の
発
航

前
に
検
査
す
る
義
務
を
も
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
船
員
法
八
条
、
商
法
七
三
八
条
参
照
)
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
、
船
長
が
海
員
の
一
雇
一
入
一
雇
一
止
権
(
商

法
七
一
一
二
条
二
項
)
を
実
質
的
に
有
し
な
い
と
し
て
も
、
船
長
そ
の
他
の
海
員
の
船
舶
の
運
行
お
よ
び
勤
務
状
況
が
苛
酷
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
改

め
て
船
舶
の
運
行
上
必
要
な
労
働
条
件
を
整
え
、
操
舵
担
当
者
の
状
況
を
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
連
絡
員
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
海
員
の
力
量

・
人
数
両
面
に
お
い
て
適
切
な
海
員
の
配
置
を
行
う
こ
と
な
ど
は
ま
さ
し
く
船
長
が
尽
く
す
べ
き
職
務
上
の
注
意
義
務
(
商
法
七

O
五
条
一
項
、
船
員
法

八
条
、
船
員
法
施
行
規
則
二
条
の
二
、
商
法
に
お
け
る
職
務
上
の
義
務
と
船
員
法
に
お
け
る
職
務
上
の
義
務
と
の
関
係
に
つ
い
て
後
述
本
判
決
の
検
討
一
一
一

参
照
)
に
該
当
し
、
こ
れ
を
怠
れ
ば
船
長
の
職
務
上
の
注
意
義
務
違
反
に
な
る
(
村
田
・
一
一
一
一
一
頁
参
照
)
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
の
よ

う
な
船
長
の
職
務
上
の
注
意
義
務
違
反
に
関
し
て
、
本
判
決
の
判
断
に
は
疑
問
が
あ
る
。

三
船
員
法
上
、
船
長
は
、
船
舶
の
出
入
港
お
よ
び
狭
水
路
航
行
の
と
き
、
そ
の
他
船
舶
に
危
険
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
甲
板
に
あ
っ
て
自
ら
船
舶

を
指
揮
す
る
義
務
を
負
い
(
船
員
法
一

O
条
)
、
船
舶
に
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
と
き
は
、
人
命
・
船
舶
・
積
荷
の
救
助
に
必
要
な
手
段
を
尽
く
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
(
船
員
法
一
二
条
)
。
こ
の
よ
う
に
、
船
員
法
が
定
め
る
船
長
の
公
法
上
の
義
務
の
中
に
は
、
商
法
七

O
五
条
が
定
め
る
船
長
の
職
務
上

の
注
意
義
務
を
具
体
化
・
抽
象
化
し
て
特
に
船
員
法
上
の
義
務
と
し
た
も
の
も
あ
り
、
そ
う
し
た
船
員
法
上
の
義
務
は
同
時
に
海
商
法
上
の
義
務
で
も
あ

る
と
解
さ
れ
る
(
村
田
・
前
掲
一

O
九
頁
)
。

本
件
の
場
合
、
事
故
現
場
付
近
が
船
員
法
一

O
条
に
い
う
狭
い
水
路
に
該
当
に
せ
ず
(
判
決
理
由
一
一
一
参
照
)
、

そ
し
て
本
件
予
定
航
路
内
で
危
険
性
が
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高
い
の
は
港
湾
の
出
入
り
お
よ
び
鳴
門
海
峡
付
近
で
あ
る
が
、
右
場
所
に
お
い
て
は
従
来
か
ら
Y
が
操
舵
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
、
〈
証
拠
略
〉
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
全
般
が
船
舶
の
運
行
に
と
っ
て
危
険
の
多
い
場
所
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
航
海
全
般
に
わ
た
っ
て
Y
が
操
舵
を
担

当
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
判
示
す
る
本
判
決
(
判
決
理
由
三
参
照
)
は
当
然
の
理
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
当
時
、

Y
が
丙
山
丸
の
操
舵
を
A

に
交
替
し
て
い
た
こ
と
自
体
が
船
員
法
一

O
条
に
定
め
る
船
長
の
注
意
義
務
に
違
反
す
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
船
員
法
一

O
条

に
定
め
る
船
長
の
船
舶
指
揮
義
務
も
商
法
七

O
五
条
が
定
め
る
船
長
の
職
務
上
の
注
意
義
務
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、

Y
が
丙
山

丸
の
操
舵
を
A
に
交
替
し
た
こ
と
は
船
員
法
一

O
条
に
定
め
る
船
長
の
注
意
義
務
違
反
に
該
当
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

Y
は
丙
山
丸
の
操
舵
を
A
に
交

替
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
商
法
七

O
五
条
が
定
め
る
職
務
上
の
注
意
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
判
決
は
本
件

事
故
当
時
に
Y
が
丙
山
丸
の
操
舵
を
A
に
交
替
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
Y
の
職
務
上
の
過
失
を
否
定
し
て
お
り
、
こ
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
最
後
に
、
本
判
決
で
は
判
断
さ
れ
て
い
な
い
が
、

Y
に
職
務
上
の
過
失
を
認
め
た
場
合
に
、
本
件
の
状
況
下
に
お
い
て
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
の
請

求
は
損
害
の
公
平
な
分
担
と
い
う
見
地
か
ら
信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
制
限
さ
れ
う
る
か
否
か
、
に
つ
い
て
一
言
す
る
。

海
商
法
上
、
「
船
長
」
の
概
念
に
つ
い
て
別
段
の
定
め
は
な
い
が
、
海
商
法
が
規
制
す
る
海
上
輸
送
手
段
で
あ
る
船
舶
の
運
行
に
関
す
る
最
高
指
揮
者

と
し
て
の
責
任
を
負
う
船
長
と
船
舶
所
有
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
、
船
長
の
従
業
員
性
を
重
視
し
て
船
長
を
船
舶
所
有
者
の
被
用
者
の
範
梼

に
含
め
、
船
舶
所
有
者
が
そ
の
被
用
者
と
し
て
の
船
長
の
加
害
行
為
に
よ
り
被
っ
た
損
害
に
つ
き
、
船
長
に
対
す
る
求
償
の
請
求
が
損
害
の
公
平
な
分
担

と
い
う
見
地
か
ら
信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
制
限
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
は
、
「
使
用
者
が
被
用
者
に
対
し
て
す
る
そ

の
賠
償
又
は
求
償
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
事
業
の
性
格
、
規
模
、
被
用
者
の
業
務
の
内
容
、
労
働
条
件
、
勤
務
態
度
、
加
害
行
為
の
態
様
、
加

害
行
為
の
予
防
に
つ
い
て
の
使
用
者
の
配
慮
の
程
度
そ
の
他
諸
般
の
事
情
に
照
ら
し
」
て
決
定
さ
れ
る
と
し
て
損
害
の
公
平
な
分
担
と
い
う
立
場
か
ら
使

用
者
の
求
償
の
請
求
ハ
民
法
七
一
五
条
三
項
)
に
つ
き
、
信
義
則
法
理
を
適
用
し
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
制
限
を
加
え
た
判
決
(
最
高
裁
昭
和
五

一
年
七
月
八
日
民
集
コ
一

O
巻
七
号
六
八
九
頁
判
時
八
二
七
号
五
二
頁
〉
の
立
場
を
踏
襲
し
、
こ
の
使
用
者
の
求
償
権
制
限
法
理
を
船
舶
所
有
者
が
船
長
に

対
す
る
求
償
の
請
求
の
場
合
に
も
適
用
し
た
(
最
高
裁
昭
和
六

O
年
二
月
一
一
一
日
裁
判
集
民
事
一
四
四
号
九
九
頁
)
。
こ
の
よ
う
に
、
使
用
者
の
求
償
権

の
制
限
法
理
を
船
舶
所
有
者
が
船
長
に
対
す
る
求
償
の
請
求
の
場
合
に
も
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
判
例
上
肯
定
さ
れ
て
、
す
で
に
確
立
し
て
い
る
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よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
右
の
最
高
裁
判
決
は
、
前
者
が
燃
料
等
の
輸
送
お
よ
び
販
売
を
営
む
会
社
の
運
転
手
に
よ
る
自
動
車
事
故
の
事
例
で

あ
り
、
後
者
が
船
長
の
従
業
員
性
を
重
視
し
て
船
長
を
船
舶
所
有
者
の
被
用
者
と
み
な
し
て
使
用
者
の
求
償
権
制
限
法
理
を
適
用
し
た
事
例
で
あ
る
。
こ

の
求
償
権
制
限
法
理
は
民
法
七
一
五
条
の
使
用
者
責
任
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
学
説
も
一
般
に
使
用
者
の
被
用
者
に
対
す
る
求
償
の

請
求
の
制
限
を
肯
定
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
も
の
の
(
田
上
富
信
「
使
用
者
の
被
用
者
に
対
す
る
求
償
権
の
制
限
」
民
法
の
争
点
E
一
六
人
頁
、
田

上
・
前
掲
一
七
四
頁
参
照
)
、
こ
の
求
償
権
制
限
法
理
が
海
上
運
送
に
お
け
る
船
舶
運
行
の
最
高
指
揮
者
と
し
て
の
責
任
を
負
う
船
長
に
対
す
る
求
償
の

請
求
に
当
然
に
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
視
す
る
学
説
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
船
長
は
、
船
舶
所
有
者
の
単
な
る
被
用
者
と
し
て
の

地
位
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
船
舶
の
運
行
に
つ
い
て
の
最
高
指
揮
者
と
し
て
責
任
を
負
う
地
位
を
有
し
、
船
舶
所
有
者
の
代
理
人
と
も
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
船
舶
所
有
者
の
船
長
に
対
す
る
求
償
の
請
求
の
場
合
に
求
償
権
の
制
限
法
理
を
適
用
す
る
に
際
し
て
は
、
船
長
の
従
業
員
性
を
重
視

す
る
か
、
そ
れ
と
も
船
舶
運
行
の
責
任
者
性
を
重
視
す
る
か
が
問
題
と
な
る
(
落
合
・
前
掲
二
六
七
頁
、
重
田
・
前
掲
一
六

O
頁
参
照
〉
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
の
場
合
、
①
Y
の
拘
束
時
間
が
長
期
に
及
び
夜
間
の
航
行
も
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
Y
は
船
長
と
し
て
、

A
は
機
関
長
と
し
て
の

職
務
が
あ
り
、
さ
ら
に
両
者
は
船
積
を
も
行
っ
て
い
た
こ
と
、
③
ワ
ッ
チ
交
替
制
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
事
実
認
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
④

Y
は
待
機
時
間
中
に
A
の
具
体
的
操
舵
状
況
に
つ
い
て
把
握
監
督
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
本
判
決
は
判
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係

の
下
に
お
い
て
、

X
の
Y
に
対
す
る
求
償
の
請
求
の
場
合
に
、
使
用
者
の
求
償
権
の
制
限
法
理
を
適
用
す
べ
き
か
否
か
は
、
船
長
の
従
業
員
性
を
重
視
す

る
か
、
そ
れ
と
も
船
舶
運
行
の
責
任
者
性
を
重
視
す
る
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
丙
山
丸
の
運
行
に
つ
い
て
X
が
Y

に
対
し
て
「
日
常
的
に
具
体
的
な
指
示
命
令
を
発
し
て
い
た
」
(
最
高
裁
平
成
四
年
四
月
二
八
日
判
時
一
四
一
一
一
号
一
一
一
一
一
一
良
参
照
)
場
合
に
は
、

Y
の

従
業
員
性
を
重
視
し
て
Y
を
X
の
被
用
者
の
範
時
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、

Y
の
船
舶
の
運
行
お
よ
び
勤
務
状
況
が

苛
酷
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
業
務
上
の
事
故
す
な
わ
ち
本
件
防
波
堤
衝
突
事
故
に
つ
い
て
Y
の
責
任
を
追
求
し
、
生
じ
た
損
害
を
X
と
Y
に
お
い
て

公
平
に
負
担
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
最
高
裁
判
決
等
に
鑑
み
る
と
、
信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
の
制
限
を
受
け
る
も
の
と
解
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

X
の
主
張
(
こ
の
主
張
の
事
実
認
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
)
の
如
く
、

Y
は
X
よ
り
丙
山
丸
の
運
行
に
つ
い
て
全
権
限
を
与
え

ら
れ
、
丙
山
丸
の
運
行
に
つ
い
て
は
出
港
時
間
や
Y
お
よ
び

A
の
労
働
時
聞
を
も
含
め
て
Y
が
自
ら
決
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
丙
山
丸
の
運
行
に
つ
い
て

X
が
Y
に
対
し
て
「
日
常
的
に
具
体
的
な
指
示
命
令
を
発
し
て
」
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

Y
の
従
業
員
性
を
重
視
し
て

Y
を
X
の
被
用
者
の
範
鴎
に



含
め
る
べ
き
で
は
な
く
、

Y
の
最
高
指
揮
者
と
し
て
の
責
任
者
性
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
に
基
づ
く
X
の
Y
に
対
す
る
求
償
の
請
求
の

場
合
に
使
用
者
の
求
償
権
制
限
法
理
を
適
用
す
ペ
ぎ
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

〈
追
記
〉

本
件
の
資
料
等
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
大
阪
弁
護
士
会
の
山
根
宏
弁
護
士
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
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